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有
史
以
来
初
め
て
﹆
と
も
い
わ
れ
る
噴

火
活
動
の
こ
ろ
︵1973

年
︶
に
遡
っ
て
﹆

「
西
之
島
新
島
」
の
地
形
の
変
化
を
探
っ
て

み
よ
う
・
・
・

　

西
之
島
（「
旧
島
」）
は4000m

級
の
山
体
を
持

つ
海
底
火
山
の
火
口
縁
が
わ
ず
か
に
海
面
上
に
現

れ
た
部
分
に
当
た
り
、
か
つ
て
の
西
之
島
は
面
積

0.07km
�

、
南
北650m

、
東
西�00m

の
細
長
い

島
だ
っ
た
。
こ
の
海
底
火
山
に
は
噴
火
の
記
録
は
な

か
っ
た
が
、1973

年
、
有
史
以
来
初
め
て
、
と
も
い

わ
れ
る
噴
火
が
発
生
し
、
大
量
の
溶
岩
流
や
噴
出
物

が
海
面
上
ま
で
堆
積
し
て
西
之
島
付
近
に
新
し
い
陸

地
を
形
成
し
た
。
こ
の
陸
地
は
「
西
之
島
新
島
」
と

命
名
さ
れ
る
。

　

西
之
島
の
東
南
側
の
火
山
体
の
火
口
は
、1911

年

の
測
量
で
は
深
さ107

メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
が
、
こ
の

噴
火
に
よ
り
50
メ
ー
ト
ル
未
満
ま
で
浅
く
な
っ
た
。

　

一
年
に
及
ぶ
噴
火
が
終
息
す
る
と
、
新
島
は
南
側

か
ら
の
波
で
強
い
侵
食
を
受
け
、
最
初
の
数
年
は
年

間
60 - 80m

の
速
さ
で
海
岸
が
後
退
し
た
。
新
島
は

波
で
削
ら
れ
て
失
わ
れ
、
火
口
や
標
高5�m

の
丘
も

消
失
し
た
が
、
削
ら
れ
た
土
砂
が
波
で
運
ば
れ
て
湾

内
に
堆
積
し
、
堆
積
の
速
さ
が
侵
食
を
上
回
っ
た
た

め
、
侵
食
さ
れ
な
が
ら
も
面
積
は
増
加
し
た
。

　

西
之
島
の
北
に
は
土
曜
海
山
、
金
曜
海
山
な
ど
の

七
曜
海
山
が
続
き
、
南
に
は
海
形
海
山
、
海
徳
海
山

と
い
う
海
底
火
山
が
屹き
つ

立り
つ

し
て
い
る
。

1978

年
の
航
空
写
真

写
真
上
方
が
西
北
。湾
を
挟
ん
で
上
の
部
分
が
旧
島
、

下
の
部
分
が1973

年
の
噴
火
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

新
島
。
後
に
湾
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
堆
積
作
用
に

よ
り
土
砂
で
埋
ま
り
、2013

年
の
噴
火
直
前
は
台

形
状
の
海
岸
線
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
﹆
国
土
地
理
院
の
地
図
か
ら

　

地
球
観
測
衛
星
「
だ
い
ち
２
号
」（ALO

S-�

）
の
干

渉SAR

に
よ
っ
て
観
測
し
た
。SAR

で
用
い
ら
れ
る
電

波
は
、
噴
煙
を
透
過
す
る
た
め
、
噴
火
中
で
あ
っ
て
も
、

火
山
の
地
形
変
化
の
状
況
、
変
動
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

下
図
は
、�0�0

年
5
月
��
日
の
強
度
画
像
で
。
水
色

線
が�0�0

年
4
月
�4
日
か
ら�0�0

年
5
月
8
日
ま
で

に
地
形
変
化
が
見
ら
れ
た
領
域
を
示
し
、ま
た
、赤
線
は
、

そ
れ
以
降
に
地
形
変
化
が
見
ら
れ
た
領
域
を
示
す
。

右の写真は
　調査船よこすか より　
撮影／ �017 年７月
　所属は、国立研究開発法人  
　　「海洋研究開発機構」

2013 年 /11 月2017 年 /7 月

　
西
之
島
が
噴
火
し
て

　
　
新
島
が
出
現
し
た
・
・
・

　　

西に
し

之の

島し
まN

ishinoshim
a Island

）

は
、
東
京
都
小
笠
原
村
、
小
笠
原
諸
島
、

父
島
の
西
北
西
約130km

に
位
置
す
る

無
人
の
火
山
島
で
あ
る
。

　

170�

年
に
ス
ペ
イ
ン
帆
船Rosario

号
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Rosario

島
と
命
名
さ
れ
た
。

　

1973

年
か
ら1974

年
に
掛
け
て
噴

火
し
、
火
山
活
動
が
始
ま
っ
た
。
次
い

で�013

年
か
ら �016

年
に
掛
け
て
、

ま
た
、�017

年
、�018

年
、
続
く

�019 

年
か
ら �0�0

年
に
掛
け
て
、
激

し
く
噴
火
し
た
。
そ
の
結
果
、
活
動
以
前

の
土
地
（「
旧
島
」
と
い
う
）
の
沖
合
に
陸
地

が
つ
く
ら
れ
、
新
島
が
旧
島
と
一
体
化
し

つ
つ
拡
大
を
続
け
た
。
但
し
、
波
浪
で
浸

食
さ
れ
、
面
積
は
常
時
変
動
し
て
い
る
。

　

左
に
掲
出
し
た
写
真
シ
リ
ー
ズ
は
、

�013

年
以
降
、
連
続
し
た
噴
火
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
ゆ
く
「
西
之
島
」
を
撮
影
し

た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
新
島
の
規
模
は
・
・
・

　

�017

年（
平
成
二
十
九
年
）五
月
、「
海

上
保
安
庁
」
は
、
航
空
機
に
よ
る
詳
細
な

観
測
資
料
を
公
表
し
た
。

　

西
之
島
の
形
状
は
、
東
西:

約 
�,000m

・
南
北:

約 1,900m

・
面

積:�.75 

平
方 km

（
東
京
ド
ー
ム
の
約 

59 

倍
）
で
、�013

年
（
平
成
二
十
五
年
）
十
一 

月
の
噴
火
以
前
の
約 

13 

倍 

に
も
達
し

た
。
な
お
、
こ
の
年
五
月
の
時
点
で
の

旧
島
部
分
の
面
積
は
、
約 0.004 

平
方 

km

で
あ
っ
た
。

2013 年

2014 年

　2014 年（平成２６年）６月、「海上保安庁」は、初めて航空機による観測を

行ない、これまでの南側、北側火口、それらの中間火口の他に、北側火口の

東側の新たな火口（東側火口）を加えて、全四カ所の火口を確認した。

　しかし、天候が悪く、全体の形状や大きさなどのデータは取得できなかった。

2017 年
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殺
虫
剤
に
よ
り
燻
蒸
し
た
部
屋
の
中

で
パ
ッ
キ
ン
グ
し
た
機
材
は
、
西
之

島
に
到
着
す
る
ま
で
開
封
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
つ
い
で
に
腸
内
か
ら
も

植
物
の
種
子
を
排
除
す
る
た
め
、
1

週
間
ほ
ど
前
か
ら
食
事
に
際
し
て
も

果
実
断
ち
を
す
る
。
最
後
の
仕
上
げ

に
ボ
ー
ト
か
ら
海
に
飛
び
込
ん
で
泳

い
で
上
陸
す
る
こ
と
で
、
体
と
荷
物

を
海
水
で
洗
い
流
す
。
こ
う
し
て
、

噴
火
開
始
以
来
約
3
年
に
渡
り
人

の
上
陸
を
拒
ん
で
い
た
島
に
踏
み

入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

繁
殖
を
続
け
て
い
た

　
　
　
ア
オ
ツ
ラ
カ
ツ
オ
ド
リ

　

上
陸
地
点
は
、
わ
ず
か
に
旧
島

が
残
存
す
る
西
海
岸
で
あ
る
。
こ

の
海
岸
は
噴
火
前
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
場
所
だ
。
火
山
噴
出
物
の

堆
積
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
礫
浜

で
あ
る
。
ま
だ
新
鮮
な
火
山
噴
出

物
は
黒
色
を
呈
す
る
た
め
、
浜
も

本
来
は
真
っ
黒
の
は
ず
だ
。
し
か

し
、
こ
の
浜
は
白
く
ま
だ
ら
に
彩

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
海
鳥
の
糞

に
よ
る
も
の
だ
。
噴
火
の
落
ち
着

い
た
島
が
多
数
の
海
鳥
に
利
用
さ
れ

て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

　

旧
島
由
来
の
陸
地
は
台
地
の
上
に

あ
る
。
固
ま
っ
た
溶
岩
の
ス
ロ
ー
プ

を
登
っ
て
、
い
よ
い
よ
台
地
の
上
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
私
は2004

年

に
も
こ
の
場
所
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
当
時
も
岩
の
か
た
ま
り
が
あ
ち

こ
ち
に
露
出
し
て
い
た
が
、
大
地
に

は
植
物
が
生
い
茂
っ
て
い
た
。
そ
し

て
植
生
の
上
に
は
カ
ツ
オ
ド
リ
や
セ

グ
ロ
ア
ジ
サ

シ
な
ど
の
海

鳥
が
営
巣
し

て
い
た
。

　

10
年
以
上

を
経
て
再
訪

し
た
旧
島
の

上
に
は
火
山

灰
が
深
く
降

　

噴
火
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
か

ら
上
陸
が
制
限
さ
れ
て
い
た
西
之

島
の
警
戒
区
域
が
狭
め
ら
れ
た
の
は

2016

年
8
月
の
こ
と
だ
。
火
口
か
ら

500m

以
内
の
立
ち
入
り
は
制
限
さ

れ
る
も
の
の
、
島
へ
の
上
陸
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所

を
中
心
と
し
、
神
戸
大
学
、（
国
研
）

海
洋
研
究
開
発
機
構
、（
国
研
）
産
業

技
術
総
合
研
究
所
、
山
梨
県
富
士
山

科
学
研
究
所
、
環
境
省
関
東
環
境
事

務
所
、
マ
リ
ン
・
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
、

（
国
研
）
森
林
総
合
研
究
所
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
調
査
隊
が
結
成
さ
れ
、
噴

火
後
初
め
て
の
上
陸
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
※
。

　

噴
火
に
よ
っ
て
新
し
い
大
地
に
覆

わ
れ
た
西
之
島
は
、
孤
立
し
た
無
垢

な
状
況
に
あ
る
。
調
査
隊
の
第
一
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
島
に
外
来
生

物
を
持
ち
込
ま
ず
に
上
陸
す
る
こ
と

だ
。
野
外
研
究
者
に
使
い
込
ま
れ
た

道
具
に
は
、
し
ば
し
ば
各
地
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
泥
や
植
物
の
種
子
が
付
着
し

て
い
る
。
こ
れ
を
西
之
島
に
持
ち
込

め
ば
、
島
の
生
物
相
に
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
。
服
や
靴
、
調
査
器
具
は

基
本
的
に
新
品
の
物
を
用
意
す
る
。

　

1982

年
に
は
湾
の
一
部
が
海
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
湖
に
な
り
、1980

年
代
を
通
し
て
堆
積
を
続
け
、1990

年
頃
に
な
る
と
、
湾
口
は
無
く
な
り
、

完
全
に
一
体
化
し
た
。
旧
島
北
端
を

頂
点
と
し
た
、
釣
り
鐘
の
よ
う
な
四

角
形
状
の
島
に
な
る
。

　

形
状
が
安
定
化
す
る
と
、
面
積
は

減
少
に
転
じ
て
、1999

年
時
点
で
の

新
島
部
分
の
面
積
は0.25km

2

、
最

高
標
高
は15.2m

だ
っ
た
。
旧
島
部

分
を
含
め
た
西
之
島
全
体
の
面
積
は

0.29km
2

、
最
高
標
高
は25m

に
達

し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　

2003

年
時
点
で
島
の
大
き
さ
は
、

東
西
約760m

、南
北
約600m

程
で
、

安
山
岩
を
主
体
と
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

四
十
年
ぶ
り
に
活
動
が
本
格
化

　

島
の
付
近
で
は
数
年
お
き
に
海
水

の
変
色
や
蒸
気
の
吹
き
上
げ
が
観
測

さ
れ
て
い
た
が
、2013

年
、
旧
火
口

の
西
方
に
出
来
た
火
口
が
噴
火
し
て
、

40
年
ぶ
り
に
新
し
い
陸
地
を
形
成
し

た
。1973

年
と2013

年
の
ど
ち
ら

も
、
当
初
は
西
之
島
か
ら
海
面
を
隔

て
た
「
別
の
島
」
で
あ
っ
た
が
、
溶

岩
の
噴
出
や
堆
積
が
進
ん
で
西
之
島

と
一
体
化
し
て
い
っ
た
。

　

2013

年
の
噴
火
は1973

年
の
噴

火
と
比
較
し
て
溶
岩
流
出
量
が
非
常

に
多
く
、1973

年
の
噴
火
に
よ
る
堆

積
で
、
水
深
10
メ
ー
ト
ル
未
満
の
浅

瀬
が
広
が
っ
て
、
急
激
な
島
の
成
長

に
繋
が
っ
た
。

　
「
西
之
島
の
価
値
と
保
全
に
か
か
る

検
討
委
員
会
」
の
設
置

　

環
境
省
は
、
令
和
元
年
、2019

年

９
月
、
自
然
環
境
や
生
態
系
の
専
門

家
を
中
心
と
す
る
調
査
団
を
、
世
界

遺
産
の
小
笠
原
諸
島
の
西
之
島
に
派

遣
し
て
、
鳥
類
、
昆
虫
、
海
洋
生
物
、

植
物
、
地
質
、
火
山
活
動
等
の
調
査

を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

西
之
島
で
は
、
平
成
25
年
の
噴
火

に
伴
っ
て
南
東
沖
に
新
た
な
陸
地
が

誕
生
し
て
、
生
態
系
が
新
た
に
形
成

さ
れ
て
い
く
過
程
を
観
察
で
き
る
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
。

国
内
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
一
方
、

自
然
改
変
や
外
来
生
物
の
持
込
み
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
価
値
が
損
な
わ
れ

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切

な
保
護
担
保
措
置
を
執
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
。
そ
こ
で
、
自

然
環
境
に
係
る
各
分
野
の
専
門
家
を

委
員
と
す
る
「
西
之
島
の
価
値
と
保

全
に
か
か
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
西
之
島
に
お
け
る
総
合
学
術
調

査
の
計
画
と
当
該
地
の
生
態
系
の
価

値
の
判
断
お
よ
び
当
該
価
値
を
守
る

た
め
に
必
要
な
保
護
担
保
措
置
に
つ

い
て
検
討
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
、

今
後
、
本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
科

学
的
な
見
地
か
ら
議
論
を
行
な
っ
た
。

　

調
査
内
容
と
し
て

鳥
類
、昆
虫
、海
洋
生
物
、植
物
、地
質
、

火
山
活
動

　

西
之
島
の
保
全
の
た
め
の
上
陸

ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
厳
し
く
定
め

ら
れ
た
。
不
注
意
な
上
陸
で
、
随
伴

生
物
等
を
人
為
的
に
持
ち
込
む
と
、

希
有
な
新
生
態
系
の
構
築
過
程
に
、

人
為
的
撹
乱
を
生
じ
さ
せ
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、
上
陸
を
計
画
す
る
全
て
の
人
に

対
し
て
、
平
成
２
８
年
６
月
、
以
下

の
規
則
を
適
用
し
た
。

　

西
之
島
の
在
来
生
態
系
の
保
全
の

観
点
か
ら
、
人
為
的
攪
乱
を
可
能
な

限
り
避
け
る
た
め
、
上
陸
に
当
た
っ

て
は
、
調
査
に
必
要
な
最
小
限
の
人

員
・
頻
度
で
計
画
す
る
こ
と
。

　

調
査
活
動
を
行
な
う
場
合
、
新
品

又
は
そ
れ
に
準
ず
る
靴
、
衣
類
、
バ
ッ

グ
を
使
用
す
る
こ
と
。
新
品
の
装
備

が
準
備
で
き
な
い
場
合
に
は
、
丹
念

に
清
浄
す
る
こ
と
。
ま
た
、
調
査
準

備
中
、
調
査
中
に
お
け
る
機
材
へ
の

生
物
の
混
入
を
避
け
る
た
め
、
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
を
設
置
し
た
上
で
行
な
う

こ
と
。
な
ど
。

　
西
之
島
上
陸
探
検
記

　
　
　
　

調
査
団　

川
上
和
人

　
　
　

を
紐
解
い
て
み
よ
う
。

　
「
笹
川
平
和
財
団
」
の
オ
ー
シ
ャ
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の

で
、
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
国
研
）
森
林
総
合
研
究
所
鳥
獣
生

態
研
究
室
主
任
研
究
員
◆
川
上
和
人

　

西
之
島
は2013

年
か
ら
の
噴
火
に

と
も
な
い
そ
の
大
部
分
が
溶
岩

に
覆
わ
れ
た
。

　

2016

年
10
月
に
噴
火
後
初
め

て
の
上
陸
調
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
ア
オ
ツ
ラ
カ
ツ
オ
ド
リ
や

カ
ツ
オ
ド
リ
な
ど
の
海
鳥
や
オ

ヒ
シ
バ
な
ど
の
植
物
が
旧
島
由

来
の
陸
地
で
生
き
残
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
後
、
海
鳥
の
営
巣
分
布
の

拡
大
に
よ
る
物
質
運
搬
や
種
子

散
布
な
ど
に
よ
り
、
生
残
し
た

植
物
等
が
拡
散
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

新
生
西
之
島
に
上
陸
せ
よ
・・・

　

波
に
攪
拌
さ
れ
て
透
明
度
を

失
っ
た
海
中
か
ら
顔
を
上
げ
、
い

よ
い
よ
浜
辺
に
一
歩
を
踏
み
出
す
。
視

界
に
は
黒
く
巨
大
な
溶
岩
の
か
た
ま
り

が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
し
か
し
、
刺
激

さ
れ
る
の
は
視
覚
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
む
せ
か
え
る
よ
う
な
海
鳥
の
に
お

い
が
嗅
覚
を
襲
う
。
2
年
に
わ
た
る
噴

火
活
動
を
経
て
も
な
お
、
こ
の
島
は
海

鳥
の
島
な
の
で
あ
る
。

2013

年
11
月
、
小
笠
原
諸
島
西
之
島

の
南
西
海
域
で
海
底
火
山
の
噴
火
が
観

測
さ
れ
た
。
噴
火
に
よ
る
溶
岩
の
流
出

は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、2014

年
に
は
西
之
島
を
飲
み
込
み
始
め
た
。

2014

年
末
に
は
旧
西
之
島
の
ほ
と
ん

ど
の
陸
地
は
溶
岩
の
下
に
没
し
、
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
も
満
た
な
い
大
地
が
残
さ

れ
る
だ
け
と
な
っ
た
。
大
規
模
な
噴
火

活
動
は2015

年
の
末
に
よ
う
や
く
収

束
し
、
沈
静
化
に
向
か
っ
た
。

り
積
も
り
、
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し

て
い
た
。
火
山
の
噴
火
を
経
た
以
上
、

こ
れ
は
致
し
方
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
こ
は
決
し
て
不
毛
な
大

地
で
は
な
か
っ
た
。
火
山
灰
を
押
し

の
け
て
、
オ
ヒ
シ
バ
や
ス
ベ
リ
ヒ
ユ

な
ど
の
草
本
植
物
が
生
育
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
植
物
が
覆
う
面
積
は
そ

れ
ほ
ど
広
く
は
な
か
っ
た
が
、
オ
ヒ

シ
バ
は
無
数
の
種
子
を
つ
け
、
種
子

か
ら
は
新
た
な
芽
生
え
が
生
ま
れ
て

い
た
。

　

火
山
灰
で
覆
わ
れ
た
大
地
の
上
に

は
、
ア
オ
ツ
ラ
カ
ツ
オ
ド
リ
が
抱
卵

す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
鳥
は
西

之
島
で
は1991

年
に
初
め
て
繁
殖

が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
個
体
数
を
増

や
し
て
い
た
種
で
あ
る
。
彼
ら
は
噴

火
と
い
う
大
き
な
攪
乱
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
営
巣
を
継
続
し
て

い
た
の
だ
。
国
内
に
お
け
る
ア
オ
ツ

ラ
カ
ツ
オ
ド
リ
の
繁
殖
地
は
西
之
島

と
尖
閣
諸
島
の
二
カ
所
の
み
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
鳥
に
と
っ

て
営
巣
可
能
な
大
地
が
わ
ず
か
で
も

残
さ
れ
た
こ
と
は
僥
倖
と
言
え
よ
う
。

　

噴
火
前
の
西
之
島
で
最
も
数
多
く

確
認
さ
れ
て
い
た
の
は
カ
ツ
オ
ド
リ

で
あ
る
。
小
笠
原
に
お
け
る
カ
ツ
オ

ド
リ
の
繁
殖
期
は
5
月
〜
9
月
頃
な

の
で
、
今
回
調
査
を
行
っ
た
10
月
は

既
に
繁
殖
期
が
終
わ
っ
た
後
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
カ
ツ
オ
ド

リ
が
繁
殖
し
て
い
る
姿
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
旧
島
の
上

に
は
カ
ツ
オ
ド
リ
の
古
巣
が
多
数
残

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
周
囲
の
溶
岩
の

上
で
は2016

年
巣
立
っ
た

と
思
わ
れ
る
若
鳥
達
が
羽
を

休
め
て
い
た
。
カ
ツ
オ
ド
リ

も
ま
た
こ
の
島
を
見
捨
て
る

こ
と
な
く
繁
殖
を
続
け
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

島
に
は
鳥
が
よ
く
似
合
う

　

噴
火
に
よ
る
溶
岩
に
よ

り
、
西
之
島
の
面
積
は
約
10

倍
に
拡
大
し
た
。
確
か
に
こ
れ
は
事

実
だ
が
、
生
物
に
と
っ
て
利
用
可
能

な
面
積
は
増
え
る
ど
こ
ろ
か
激
減
し

て
い
る
。
溶
岩
の
上
に
は
土
も
砂
も

な
く
、
植
物
が
根
を
張
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
平
ら
な
場
所
を
好
ん
で
営

巣
す
る
カ
ツ
オ
ド
リ
に
と
っ
て
、
ご

つ
ご
つ
と
し
た
溶
岩
は
好
適
な
場
所

で
は
な
い
。
生
物
に
と
っ
て
は
、
ご

く
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
旧
島
が
貴
重

な
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
残
さ
れ
た
海
鳥
の
存
在
が
、

今
後
の
生
物
相
の
成
立
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
海
鳥

は
海
洋
で
魚
を
捕
ら
え
陸
上
で
糞
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
窒
素
や
リ
ン
酸

な
ど
を
陸
に
供
給
す
る
機
能
を
果
た

す
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
植
物
の
生
長

に
欠
か
せ
な
い
肥
料
と
な
る
。
海
鳥

が
新
た
に
で
き
た
大
地
で
営
巣
を
始

め
れ
ば
、
巣
材
と
な
る
枯
れ
草
が
旧

島
か
ら
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

巣
に
集
め
ら
れ
た
草
は
分
解
し
て
有

機
物
と
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
種

子
の
つ
い
た
ま
ま
の
草
も
持
ち
込
ま

れ
、
古
巣
か
ら
芽
生
え
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

旧
島
上
で
は
昆
虫
の
生
息
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
有
機
物
の
堆
積
し
た

鳥
の
巣
は
、
昆
虫
の
住
処
と
し
て
も

利
用
可
能
だ
。
海
鳥
の
営
巣
場
所
が

広
が
る
こ
と
が
、
植
物
や
昆
虫
の
分

布
の
拡
大
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
噴
火
を
も
の
と
も
せ
ず

に
営
巣
を
継
続
し
た
こ
と
は
、
単
に

鳥
が
生
き
残
っ
た
と
い
う
以
上
の
意

味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

島
と
い
う
漢
字
は
、海
の
中
の
「
山
」

に
「
鳥
」
が
い
る
情
景
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
鳥
は

島
の
生
物
相
の
成
立
に
欠
か
せ
な
い

要
素
で
あ
る
。
今
後
こ
の
島
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
島
と
い
う

孤
立
し
た
生
態
系
が
形
成
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。（
了
）

火山灰に覆われながらもオヒシバの群落があちこちに茂る

抱卵するアオツラカツオドリ
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世
界
中
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
運
命

　

今
日
、
現
時
点
、
海
に
は
年
間
少

な
く
と
も800

万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
海
洋
に
流
れ
こ
ん
で

い
る
と
云
わ
れ
、
こ
れ
を
ジ
ャ
ン
ボ

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
機
体
の
重
さ
に
換
算

す
る
と
、
1
年
間
に
5
万
機
分
の
重

さ
の
ご
み
に
な
る
、
と
例
え
ら
れ
て

い
る
。

　

海
に
は
既
に
１
億5,000

万
ト
ン

も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
浮
遊
し

て
お
り
、
決
し
て
大
袈
裟
な
言
い
方

で
は
な
い
が
、
何
れ
、
そ
れ
が
海
に

生
息
す
る
魚
と
同
等
以
上
に
ま
で
増

え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
予
測
は
、

人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い

る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
国
際

的
な
環
境
保
全
機
構W

W
W

 W
orld 

W
ide Fund for N

ature 

で
活
動
さ

れ
て
い
る
三
沢
行
弘
がN

TT

グ
ル
ー

プ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
稿
さ
れ
た
文
面

で
あ
る
。

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
軽
く
て
丈
夫
で

加
工
が
し
や
す
く
耐
水
性
も
あ
る
、

便
利
で
し
か
も
安
価
な
素
材
で
す
。

そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
は
、

食
品
の
賞
味
期
限
を
延
ば
す
な
ど
、

社
会
や
環
境
に
い
い
側
面
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

レ
ジ
袋
が
分
解
さ
れ
る
ま
で
に1000

年
以
上
か
か
る
と
の
研
究
も
あ
り
、

い
っ
た
ん
海
に
入
り
込
む
と
、
環
境

に
と
て
も
長
い
間
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
海
に
流
れ
込
ん
だ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
海
流
に
乗

り
海
洋
を
漂
い
、
ま
た
海
底
に
沈
み

こ
み
、
ま
た
あ
る
も
の
は
海
岸
に
打

ち
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
5
ｍ
ｍ

以
下
の
細
か
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
粒

子
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

も
世
界
の
海
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
初
か
ら
歯
磨
き
粉
な
ど

に
混
ぜ
る
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒

子
（
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
）
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
製
造
さ
れ
た
も
の
が
下

水
道
を
通
じ
て
海
に
放
出
さ
れ
た
り
、

海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
、
紫
外
線
や
打
ち
寄

せ
る
波
の
影
響
を
受
け
て
長
い
年
月

を
か
け
て
分
解
さ
れ
る
な
ど
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
」。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
そ
の
原
因　

　
　
「
こ
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
問
題
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
海
で
海
洋
ご
み
に

絡
ま
っ
た
り
こ
れ
を
誤
っ
て
摂
取
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
絶
滅
危
惧
種
を

含
む700
種
も
の
生
物
が
傷
つ
け
ら

れ
た
り
死
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
の
9�
％
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
よ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
ウ
ミ
ガ
メ
が
、
海
に
漂
う
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ポ
リ
袋
を
餌
の
ク

ラ
ゲ
と
間
違
え
て
飲
み
込
ん
で
し
ま

い
、
胃
の
中
に
そ
れ
が
と
ど
ま
っ
て

し
ま
う
た
め
、
満
腹
で
あ
る
と
勘
違

い
し
て
し
ま
い
、
食
事
を
摂
ら
ず
に

餓
死
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
摂
取
し
て
い
る
割

合
は
ウ
ミ
ガ
メ
で
5�
％
、
海
鳥
で
9

割
に
達
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
」。

　
「
日
本
沿
岸
で
回
収
さ
れ
た
漂
着
ご

み
は
年
間
約
3
万
ト
ン
か
ら
5
万
ト

ン
に
も
及
び
ま
す
が
、
全
国
7
地
点

で
の
調
査
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

が
漂
着
ご
み
の
全
体
の
個
数
の
内
、

6
割
か
ら
9
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
日
本
近
海
に
は
、
世
界
平
均
の

�7
倍
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

漂
っ
て
お
り
、
そ
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
人
体
や

生
態
系
へ
の
影
響
は
解
明
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
沿
岸
や
近
海

各
地
で
採
集
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
も
有
害
物
質
が
含
ま
れ

て
お
り
0
、
そ
れ
ら
が
海
の
生
態
系

に
広
く
入
り
込
み
、
食
を
通
じ
て
人

体
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
」。

  

持
続
的
未
来
を
期
し
て
活
動
す
る

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド 

ジ
ャ

パ
ン SB

」
が
注
目
す
る
﹆
海
洋
ゴ
ミ

回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
・
・
・

　

毎
年800

万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
海
に
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
挑

戦
し
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
は
高
校
生
だ
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
、Boyan Slat

さ
ん
は
、
海

洋
ゴ
ミ
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「The 

O
cean Cleanup

（
オ
ー
シ
ャ
ン
・

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
）」、
太
陽
光
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し

て
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
し
よ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
創

始
し
た
。

　

全
長
約600m

の
浮
き
をU

字
型

に
設
置
し
て
、
浮
き
の
下
に
設
備
し

た
約3m

の
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
風
と

潮
の
流
れ
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
集
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

そ
の
後
、
太
陽
光
発
電
で
回
収
装
置

を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
な
ど
の
海
の
生
物
は
ス
ク
リ
ー
ン

の
下
を
す
り
抜
け
る
た
め
、
生
態
系

へ
の
悪
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド 

ジ
ャ
パ
ン SB

」が
取
り
上
げ
た
、「
海

洋
プ
ラ
ご
み
を
一
掃 

�5
歳CEO

率

い
る
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
の
い
ま
」（�019

年
、
９
月
）
は
続

け
て
語
り
ま
す
・
・
・
。

　

ボ
イ
ヤ
ン
・
ス
ラ
ッ
トBoyan 

Slat

　

N
G

O
 

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
創
業
者
兼CEO

は
、

　

1994

年
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
、
�5

歳
。
18
歳
で
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
創
業
。
海
の
自
然
力
を

利
用
し
て
、
世
界
の
海
洋
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
に
挑
む
。

　

太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト
の
ご
み
が
マ

イ
ク
ロ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
日
々
変

わ
り
続
け
る
い
ま
、
信
頼
で
き
る
確

法
も
あ
る
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す

形
だ
。
大
き
な
違
い
は
、
私
た
ち
の
使

う
熊
手
は
、
地
球
上
で
最
も
過
酷
な
環

境
で
何
年
間
も
使
用
で
き
、
人
間
の
助

け
な
し
で
集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
回
収
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

世
界
中
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
、
海

洋
に
捨
て
ら
れ
る
大
量
の
ゴ
ミ
。
毎

年800

万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
地
球
規
模
の
問
題
に
対
し
て
、
挑
戦

し
続
け
て
い
る
一
人
の
青
年
、
考
案
当

時
は
高
校
生
だ
っ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人

のBoyan Slat

さ
ん
が
考
え
た
海
洋

ゴ
ミ
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
太
陽
光

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
て
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
回
収
・
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
全
長
約

600m

の
浮
き
をU

字
型
に
設
置
し
、

浮
き
の
下
部
に
設
置
さ
れ
た
約3m

の

ス
ク
リ
ー
ン
で
、
風
と
潮
の
流
れ
に

よ
っ
て
内
側
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

集
め
る
仕
組
み
で
、
そ
の
後
、
太
陽

光
発
電
で
回
収
装
置
を
動
か
す
よ
う
に

な
っ
た
。
魚
な
ど
の
海
洋
生
物
は
ス
ク

リ
ー
ン
の
下
を
す
り
抜
け
る
た
め
、
生

態
系
へ
の
悪
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

Boyan Slat

さ
ん
は
16
歳
の
頃
、
ギ

リ
シ
ャ
の
海
を
泳
い
で
い
る
と
、
魚
よ

り
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
多
い
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
海
を
キ

レ
イ
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
彼
は
、

�
年
後
に
、
研
究
団
体
「The O

cean 
Cleanup

」
を
設
立
し
、
海
流
を
利
用

し
た
回
収
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

で
発
表
し
た
。
彼
の
想
い
の
込
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
世
界
中
の

人
々
の
心
を
動
か
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
約�00

万
ド
ル
も
の
資

金
調
達
に
成
功
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実

行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
対
馬
や
北
海
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
で
の
テ
ス
ト

運
行
が
実
現
し
た
。

実
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
早
急
に
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

N
PO
 The O

cean Cleanup

　
「
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
世
界
中
の
海
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
す
る
こ
と
だ
。

私
た
ち
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の

は
「
太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ

る
、
世
界
最
大
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
集
積

地
。
い
ま
直
面
し
て
い
る
課
題
が
二
つ

あ
る
。

　

１
．8000

万
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
集
ま
っ
て
い
る
も
の

の
、
広
が
っ
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ
ま
り

に
も
大
き
い
。
そ
の
大
き
さ
は
フ
ラ
ン

ス
の
3
倍
、
テ
キ
サ
ス
の
�
倍
も
あ
る
。

　

２
．
そ
の
エ
リ
ア
が
と
て
も
遠
く
に

あ
り
、
中
心
と
陸
地
の
距
離
は
地
上
と

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(ISS)

の
距

離
の
5
倍
も
離
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

そ
こ
ま
で
船
を
動
か
す
に
か
か
る
費
用

が
莫
大
だ
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
解
決
策

は
、
回
収
す
る
前
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

集
め
、
船
の
使
用
時
間
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
回
収
装
置
を
長
時
間
、
自
動
で

稼
働
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。　

　

落
ち
葉
だ
ら
け
の
芝
生
を
掃
除
す
る

熊
手
と
比
較
す
る
と
分
か
り
や
す
い
だ

ろ
う
。
落
ち
葉
を
片
付
け
る
の
に
、
一

枚
一
枚
拾
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ

だ
と
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
代
わ
り
に
熊
手
を
使
っ
て
一
箇
所

に
落
ち
葉
を
集
め
、
一
気
に
集
め
る
方

　
「
な
ぜ
、
大
量
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
が
発
生
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

ま
ず
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

年
間
生
産
量
が
過
去
50
年
間
で
�0
倍
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
産
業
別
の
生
産
量

で
は
、
容
器
、
包
装
、
袋
な
ど
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
36
％
と
最
も
多
く
、
建
設

（
16
％
）、
繊
維
（
14
％
）
と
続
き
ま
す
。

特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋
、
食
品

ト
レ
ー
な
ど
一
度
利
用
さ
れ
た
だ
け
で

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
「
使
い
捨
て
用
」

に
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ

用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
量
を
増
や
す
の
に
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
る
割
合
は
14
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
全

体
で
み
る
と
、約
半
分
（
47
％
）
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
用
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
拡
大
し
続
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
焼
却

処
理
、
埋
め
立
て
処
理
が
追
い
付
か
ず
、

適
切
に
処
理
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
意
図
的
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
一
部
が
川
や
海
岸
か
ら

海
に
入
り
込
み
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
で

使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
網
や
レ

ジ
ャ
ー
で
も
使
わ
れ
る
釣
り
糸
が
海
に

廃
棄
さ
れ
る
と
、
そ
の
ま
ま
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
な
り
ま
す
」。

　

右
の
図
は
、
産
業
セ
ク
タ
ー
ご
と
に

集
計
し
た
、
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生

産
量（�015

年
）［
出
典
：U

N
EP 

（�018

）. 

SIN
G

LE-U
SE PLASTICS

］

オランダ・ロッテルダムで記者会見する
NGO「オーシャン・クリーンアップ」創設者

　

ボイヤン・スラット
Boyan Slat

テスト運行が開始された
　回収プロジェクト
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「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活
動

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
地
域
住
民

と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

 T
E
L

　

0
9
0

（3
0
4
8

）

5502

　

大
陸
か
ら
引
き
裂
か
れ
て

　
　
　
　

日
本
列
島
の
誕
生

　　

日
本
列
島
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
合
わ
せ
た

大
陸
）
東
端
の
沿
岸
沖
、
東
ア
ジ
ア

に
位
置
し
、
ま
た
太
平
洋
北
西
の

沿
海
部
に
位
置
す
る
弧
状
列
島
の
一

つ
で
あ
る
。
英
語
で
はJapanese  

archipelago

、
列
島
は
、
列
状
に

連
な
る
島
々
の
こ
と
で
、
多
く
は
プ

レ
ー
ト
の
境
界
に
形
成
さ
れ
、
島
弧

と
も
呼
ば
れ
る
。

　

列
島
は
広
い
と
こ
ろ
で300km

ほ
ど
の
幅
が
あ
り
、
長
さ
は

3500km

程
あ
る
。
陸
地
面
積
の

75%

に
及
ぶ
範
囲
が
山
地
、山
麓
で
、

平
地
に
乏
し
い
。
大
部
分
は
温
暖
湿

潤
気
候
に
属
し
、
梅
雨
や
台
風
で
、

ま
た
季
節
風
の
影
響
に
よ
る
豪
雪
の

影
響
な
ど
に
よ
り
侵
食
が
激
し
い
。

　

周
囲
は
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

太
平
洋
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
列
島
の
太
平
洋
側
に
は
千

島
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
海
溝
、
日
本
海

溝
、
伊
豆
・
小
笠
原
海
溝
、
南
海
ト

ラ
フ
な
ど
の
深
い
海
溝
が
あ
り
、
全

体
が
地
殻
変
動
、
造
山
活
動
が
盛
ん

な
活
動
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
球
上
に
確
認
さ
れ
て
い
る
火
山
の

10%

ほ
ど
は
日
本
列
島
内
に
あ
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。

　

地
質
学
的
に
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
東
端
お
よ
び
北
ア
メ
リ
カ

プ
レ
ー
ト
の
南
西
端
に
位
置
す
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下

に
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
二
つ
の
海
洋
プ
レ
ー

ト
が
沈
み
込
む
運
動
に
よ
っ
て
、
大

陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
弧
状
列
島
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、

　

始
新
世Eocene

（5,600

万

年
前 - 3,400

万
年
前
）
頃
か
ら

そ
の
原
型
が
形
成
さ
れ
、
中
新

世M
iocene

（�,300

万
年
前 - 

50
億
年

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

約
40
億
年

地
球
が
誕
生
し
た
約46

億
年
前
以
降
、

5

億4,000

万
年
前
以
前
を
指
す
。

20

億
年
前
を
境
い
と
し
て
、

始
生
代
、
原
生
代
と
に
二
分
さ
れ
る
。

古
生
代

約5

億4100

万
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代

403020105

１
万
年

暁
新
世

始
新
世

漸
新
世

中
新
世

鮮
新
世

第
四
紀

第
三
紀

新
生
代

約6,500

万
年

中
生
代

約2

億5217

万
年

始
生
代

原
生
代

　
・
・
・
地
球
の
誕
生
・
・
・

　

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
（
約
40
億
年
前 

）

　

カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
（
約
5
億
年
前 

）

　

古
生
代
（
約
5
億4,000

万
年
前 

）

　

中
生
代
（
約
�
億5,000

万
年
前 

）

　

新
生
代
（
約6,500

万
年
前 

）

　
　
　

M
a　

百
万
年
前 (M

ega annum
)

先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
（
四
十
億
年
位
い
前 

）

　

カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
（
五
億
年
位
い
前 

）

古こ

生せ
い

代だ
い

　

約
五
億
四
千
万
年
前
か
ら
二
億
五
千
年
前
ま
で

　

無
脊
椎
動
物
の
繁
栄

中ち
ゅ
う

生せ
い

代だ
い

　

約
二
億
五
千
年
前
か
ら
六
千
六
百
万
年
前
ま
で

　

恐
竜
が
生
息
し
て
い
た
時
代

新し
ん

生せ
い

代だ
い

　
　

約
六
千
六
百
万
年
前
か
ら
現
代
ま
で

　
　

哺
乳
類
と
鳥
類
の
繁
栄

　

中
ち
ゅ
う

新し
ん

世せ
い　

約
二
千
三
百
万
年
か
ら
五
百
万
前
ま
で

　

鮮せ
ん

新し
ん

世せ
い　

約
五
百
万
前
か
ら
約
二
百
五
十
万
年
前
ま
で

　
　
　

山
系
の
隆
起
、
気
候
の
寒
冷
化

　

更こ
う

新し
ん

世せ
い　

約
二
百
五
十
万
年
前
か
ら
約
一
万
年
前
ま
で

　
　
　
　
　

人
類
が
出
現
し
た
時
期
で
、
氷
河
時
代　

530

万
年
前
）
に
は
日
本
海
が
形
成

さ
れ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
分
離

し
た
。

　

中
新
世
前
期
に
は
、
沈
み
込
み
に

よ
る
大
陸
辺
縁
の
分
離
が
活
発
化
す

る
。

※M
a

は
百
万
年
前 (M

ega 
annum

) - 

主
に
地
質
学
で
使
わ
れ

る
時
間
の
単
位

　

鮮
新
世
後
期 - 

更
新
世
前
期
に

は
、
日
本
海
の
拡
大
は
終
息
し
て
島

孤
は
現
在
に
近
い
配
置
に
な
っ
た
。

　

更
新
世
の
終
わ
り
二
万
年
前
頃
に

は
、
ほ
ぼ
現
在
に
近
い
地
形
で
、
最

終
氷
期
最
盛
期
の
た
め
海
面
が
低
下

し
て
、
日
本
海
と
外
洋
を
繋
ぐ
海
峡

は
非
常
に
狭
か
っ
た
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
縁
辺
の
一
部
が
離
れ

て
日
本
海
と
日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る
。

　
中
新
世
前
期
に
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
の
二
つ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
運

動
に
よ
っ
て
、列
島
の
分
離
は
活
発
化
し
た
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

日
本
列
島

大
陸
の
縁
辺
部
分

　
「
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
」　

　
　

plate tectonics

　

プ
レ
ー
ト
理
論
と
も
云
わ
れ
、

1960

年
代
後
半
以
降
に
発
展
し
た

地
球
科
学
の
学
説
。

　

地
球
の
表
面
は
、「
プ
レ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
る
、
何
枚
か
の
固
い
岩

盤
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、「
プ
レ
ー

ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
」
で
は
、
大
陸

移
動
な
ど
が
起
こ
る
の
は
、
プ
レ
ー

ト
が
互
い
に
動
く
こ
と
に
よ
る
、

と
説
明
し
、
解
釈
す
る
。

　

従
来
の
大
陸
移
動
説
・
マ
ン
ト

ル
対
流
説
・
海
洋
底
拡
大
説
な
ど

を
基
礎
と
し
て
、
新
し
い
概
念
を

導
入
し
、
体
系
化
し
た
理
論
で
、

地
球
科
学
に
大
き
な
転
換
を
も
た

ら
し
た
。

　

こ
の
理
論
で
は
、
地
球
表
層
部

で
起
こ
る
地
震
、
火
山
噴
火
、
造

山
運
動 (

大
山
脈
や
プ
レ
ー
ト
の
境
界
域

の
弧
状
列
島
を
が
形
成
す
る
よ
う
な
地
殻

変
動) 

な
ど
、
地
学
現
象
の
原
因
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
地
球
表
面
を
覆

う
「
プ
レ
ー
ト
」
の
水
平
運
動
で

説
明
す
る
。

　

こ
の
理
論
で
は
、
地
球
表
面
が
、

厚
さ
約100km

、10

枚
余
り
の
硬

い
板(

プ
レ
ー
ト)

で
覆
わ
れ
て
い
る

と
し
て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
違
っ
た
方
向
に
動
い
て
い
る

た
め
、
互
い
の
境
界
は
離
合
し
、
衝

突
す
る
か
、
ま
た
は
、
ず
れ
る
。
離

れ
る
部
分(

リ
フ
ト)

は
、
中
央
海
嶺

や
大
地
溝
帯
、
ぶ
つ
か
り
合
う
所
は

海
溝
や
大
山
脈
で
、
ず
れ
る
部
分
が

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
断
層
で
あ
る
。

海
底
は
中
央
海
嶺
で
誕
生
し
て
、
両

側
へ
拡
大
し
、
海
溝
か
ら
地
球
内
部

へ
沈
み
込
む
。
地
震
の
発
生
機
構
と

海
底
の
拡
大
速
度
な
ど
か
ら
、
プ

レ
ー
ト
運
動
が
、
あ
る
軸
の
ま
わ
り

の
回
転
運
動
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
旧
来
の
静
的
な
地
球
観
は
覆
さ

れ
た
。
プ
レ
ー
ト
運
動
の
原
動
力
と

し
て
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
自
身
の

引
っ
張
り
力
や
、
マ
ン
ト
ル(

地
球

の
表
層
部
、
地
殻
と
中
心
部
、
核
と
の
間

の
層)

内
で
上
昇
・
下
降
す
る
プ
ル
ー

ム(plum
e

羽
毛
の
よ
う
に
舞
い
上
が
る

「
煙
」
を
意
味
す
る)

に
よ
る
流
動
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
プ
レ
ー
ト
の
動
き
と
境
界

　

プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
は
三
種
類
が

あ
り
、
日
本
周
辺
で
は
、
日
本
海
溝

や
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
が
近
づ
き
合
う

プ
レ
ー
ト
境
界
に
当
た
る
。
左
と
左

下
の
二
図
は
、　

地
震
調
査
研
究
推

進
本
部
事
務
局(

文
部
科
学
省
研
究
開

発
局
地
震
・
防
災
研
究
課)

か
ら
の
引
用
。

地
球
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
探
索
す
る

　

日
本
列
島
と
そ
の
周
辺
の
プ
レ
ー
ト

　

図
中
の
矢
印
は
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト

に
対
し
て
各
プ
レ
ー
ト
が
動
く
向
き
を

示
し
て
い
る
。
日
本
海
東
縁
部
（
図
中

の
点
線)

に
沿
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
境
界

が
あ
る
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
、
ほ
ぼ
東
南

東
の
方
向
か
ら
年
間8cm

程
度 

の
速

さ
で
日
本
列
島
に
近
づ
き
、
千
島
海

溝
、
日
本
海
溝
で
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の

下
に
、
伊
豆
・
小
笠
原
海
溝
で
フ
ィ
リ 

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
で

い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
、

ほ
ぼ
南
東
方
向
か
ら
日
本
列
島
に
近
づ

き
、
相
模
、
駿
河
、
南
海
ト
ラ
フ
、
さ
ら
に
南
西
諸
島
海
溝
で
、
陸
側
の
プ
レ
ー

ト
の
下
へ
沈
み
込
む
。


